
 

 

 

初めに 

この支援部ネットでは、支援教育に関する情報や校内での取り組みなどをお伝えしていきます。 今回は、１年

生で４週に渡り取り組んだ人権学習～多様性を認め合う～についてご紹介します。ぜひご一読ください。 

 

 

学習の流れ 

〈１週め〉 

これまで学習してきた人権に関する基礎的な内容を再確認しつつ、「人権感覚」や「多様性」について振り返り、

性のあり方も多様であることを学習しました。 

 

〈２週め〉 

元養護教諭で今は色々な学校で講演をされている井上鈴佳さんに昨年度、一昨年度に引き続きご来校いただ

き、お話を聞かせていただきました。 

１時間めの最初に井上さんのパートナーである「そらくん」が出てくる本当に起きたお話の紙芝居を見せていた

だきました。そして LGBT ってどんな人？ということで、井上さんご自身がレズビアンであると気づくまでのお話、井

上さんの友だち紹介をしていただきました。 

２時間めは、今そらくんの１番の大きな困りごとはトイレ問題ということで、グループワークでどうしたらそらくんが

泣かずに外でトイレに行けるかについて考えました。  

最後に、よかったら今日から LGBTQ＋の人たちの味方、ALLY（アライ）になってくれませんか？というお話で締

めくくられ、ALLYのシールをいただきました。 

 

 なお、LGBTQ＋については、過去２年間同様の学習をしています。詳しい学習内容は昨年度の支援部ネットで 

ご紹介していますので、以下のリンクからご覧ください。 

 

 

 

 

 

  

今年度は、生徒たちの感想および３週め、４週めの事後学習で取り組んだまとめについてご紹介します。 
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カテゴリ「支援部ネット」 

２０２４年０２月０８日「令和５年度 支援部ネット特別号②」を掲載しました。 



井上鈴佳さんの講演に対する生徒たちの感想（一部） 
〇色んな人がいて好きになる人もそれぞれだということが知れて良かったです。 

〇生活するのも大変だと思った。 

〇LGBTの味方のアライというのがあることがすごく素敵だと思いました。 

〇最後に「おかま」などの言葉を言っちゃいけないと言っていて、小学生のときに言ったことを思い出して、次から 

言わないようにしようと思いました。 

  〇人によって性って違うなと感じました。僕も性でいじめられているところを見たら止めたいと思います。 

  〇性別がこうだからなどに引っ張られ過ぎずにその人にある性の理解が必要なんだなと思いました。 

  〇みんなが LGBTのことを理解し、それが分かり合える社会になればいいと思います。 

  〇人口の約９．７％、１０人に１人の割合で LGBTの人がいるというのがびっくりして、もしかしたら周りにもいて 

るのかな？と思いました。とても勉強になりました。 

  〇最初、この人権学習をする前はオカマとか言ってたけど、この学習を通して相手のことをよく考えて発言するこ 

とがよく分かりました。 

  〇今回の話を聞いて LGBTのことを知っておく方が相手の人も安心して話すことができるから自分も知っておく 

方がいいなと思いました。 

  〇今回の井上さんのお話を聞いて、考えてみて、LGBTの人の近くに事情を知っている人がいることが大切とい 

うことが分かりました。 

 

事後学習（１年生の教室前にその他のグループのまとめも貼り出しています。ぜひご覧ください。） 

 



 

 



 

 

 

 

 


